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１．はじめに 

 令和元年東日本台風では，長時間に渡り続いた大

雨により関東地方から東北地方までの各地で河川氾

濫や堤防決壊などが発生し，甚大な被害が発生した． 

堤防の決壊箇所を調査し破堤プロセスを把握する

ことで，堤防の局所的な弱点となりうる箇所の特徴

を把握することは，今後の水害対策への有用な情報

となりうる．筆者らは，福島県内の阿武隈川水系河

川の調査結果を行った．堤防決壊箇所とその周辺状

況から，破堤プロセスを推察した結果を報告する． 

２．現地調査 

現地調査は2019年12月11日-12日の日程で行い，

調査対象としたのは図-1 に示す福島県郡山市，鏡石

町，玉川村の阿武隈川水系河川の決壊箇所とその周

辺である．なお図中の矢印は河川の流下方向を示す． 

３．堤防の被害状況と考察 

 堤防の破壊プロセスは一般的に，(1)パイピング破

壊，(2)浸透破壊，(3)河川の高水位により堤外から侵

食・洗掘される破壊，そして(4)越水による破壊があ

る 1)．台風による破堤箇所とその周辺の被害状況か

ら破堤プロセスを推察する． 

3.1 郡山市田村町下行合地先，谷田川右岸 

この地点の被害の特徴として，法尻付近が大きく

洗堀されていること，河川の直線部にも関わらず決

壊が発生したことが挙げられる．図-1 (a)を見ると，

決壊部の前後で流下断面が変化していることが確認

できる．この川幅の変化により，狭窄部で水流が滞

りバックウォーター現象が発生し河川水が越流，法

尻部の洗堀が進行し破堤に至ったと推察される． 

決壊部の被害状況を図-2 に示す．図より，決壊箇

所の法尻部が非常に大きく洗掘されている様子がわ

かる．一方で，洗掘部の周囲では流出した土砂の堆

積痕が明瞭に見られた．図-2 では，洗掘痕の両脇に

白色の土砂が堆積している様が確認でき，その奥で

は樹木や植生が残っている様子がわかる．これより，

決壊地点とその周辺では，氾濫水の流体力が大きく

異なること，同じ浸水深でも被害状況には大きな差

が出うることがわかる． 

3.2 郡山市田村町上行合地先，谷田川左岸 

谷田川左岸決壊部では河川湾曲部の内側で決壊が

発生した．決壊箇所周辺の堤防残存部の様子を図-3

 
図-1 調査対象箇所 (a)郡山市，(b)鏡石町 

 
図-2 郡山市上行合地先谷田川堤防決壊地点 

 

図-3郡山市田村町上行合地先 

谷田川左岸決壊箇所付近の裏法面崩落状況 
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に示す．決壊地点では法尻部の洗掘が見られたが，

その周辺では裏法肩の崩壊が見られた．一方，表法

面は侵食がほとんど見られなかった．以上より，こ

の地点では降雨や河川水位の上昇により堤体の飽和

度が上昇し浸透破壊が発生した可能性が考えられる． 

また，決壊箇所の周辺では表法面に多くの樹木が

存在したが，図-4に示す被災前（2014年時点）の航

空写真を見ると，決壊地点のみ樹木があまり存在し

なかった．樹木が少ない点で決壊が発生する事例は，

茨城県の久慈川でも報告されており 2)，樹木の有無

は氾濫の危険性が局地的に高い場所を判断する際の

一つの基準としてとらえることができる可能性があ

る．ただし，堤外に存在する樹木は流下断面を狭め

るほか，パイピングを誘発する，洪水時に流木とな

り氾濫を引き起こす危険性も高いことから，樹木の

存在は必ずしも安全ではないと考えられる． 

3.3 鏡石町成田地先，阿武隈川-鈴川合流地点 

決壊が発生した阿武隈川と鈴川の合流地点の様子

を，図-5 に示す．草木が鈴川上流方向に向かい倒れ

ていることから，ここではバックウォーター現象が

発生し，阿武隈川の支川である鈴川で決壊に至った

と考えられる．このような合流地点での決壊は非常

に多く報告されており，今回の台風での決壊のうち 3

割程度を占めると報告されている 3)． 

決壊箇所から阿武隈川上流方向約 500mわたり，図

-6 に示すような表法面の崩壊が見られた．前項の谷

田川左岸では裏法面にのみ崩落が見られたが，この

地点では逆に表法面に崩壊が見られた．堤防の決壊

プロセス 1)と比較すると，この地点では阿武隈川の

高水位が長時間にわたり継続したことにより，堤外

側から侵食・洗堀が起きたものと考えられる． 

４．おわりに  

 台風により決壊した堤防の現地調査から，堤防の

植生や樹木の有無が堤防決壊に影響を与えることや，

河道断面の変化などの地形的な要因が決壊に影響す

ることを確認した．また，越流による決壊が発生し

た箇所は，浸透による破壊と比べ法尻部の洗掘が大

きくなる傾向が見られた． 

決壊した地点の調査だけではなく，決壊が発生し

なかった地点の被害分析を進めることで，今後の水

害対策に有用な知見が得られると考えられる． 
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図-4 田村町上行合地先被災前航空写真 

 

図-5 石町成田地先阿武隈川と鈴川の合流地点 

 
図-6 鏡石町成田地先 

阿武隈川決壊地点周辺の表法面の崩壊状況 
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